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アメリカ合衆国 サンフランシスコ 
留学期間 (study abroad period) 

1 週間 
記入日（Date） 2018/3/22 

留学レポート Study Abroad Report 

＜学会への参加＞ 

UC バークレー校で行われた「2018 Circus」に参加した。ここでは UC バークレーの近年のトピックの

紹介を含んだ開会式、テーマごとに会場が分かれた先生による基調講演、学生の演習作品の講評会及び

立食形式の懇親会に参加した。基調講演では Anna Livia-Brand 氏による「HIGH GROUND, LOW GROUND」

を聞いた。これはハリケーンカトリーナによる被災前後の所得格差による高地、低地の住み分けの発生

を扱ったものであった。日本では生じにくい問題ではあるが、災害と土地利用の関係性は興味深いテー

マであった。また、学生の演習作品を見るとそのテーマ設定から国や地域が抱える問題意識が読み取れ

ることが多いが、今回発表されたものはグリーンインフラを用いた都市の持続性の確保や、人の健康に

着目したオープンスペースのあり方の提案など、日本でも見受けられるテーマが多かった。情報化や都

市の成熟の中で、世界各地で同時多発的な問題が発生していることに改めて気づかされた。また、ディ

テールまで作りこんだ模型があまり見られず、造形的で美しい空間の追求よりも計画段階の理論構築に

重きが置かれている印象を受けた。 

 

 

写真左：開会式の様子 写真右：学生による作品の発表 

 

 

 

 

 

 



 
＜オフィス訪問＞ 

 UC バークレー校との交流と合わせ、現地のランドスケープ等の設計事務所を 4つ訪問した。昨年 8月

に大阪府立大学にお越しいただいた「RHAA」には UC バークレーの学生とともに訪れ、会社の理念や近年

のプロジェクトの説明をして頂いた。このオフィスは住民とのワークショップなどに特に時間をかけ、

地域が欲する空間をつくることに注力する印象であった。全米最大規模の「SWA」は世界各地で、大小さ

まざまなスケールでプランニングからデザインまでマルチに行っていた。それとは対照的に小規模で活

躍する「Office MA」は巨大な組織をつくらず、プロジェクトごとに適役とコラボレーションする現代的

なワークスタイルをとっていた。「Jan Gehl Studio」では実空間の設計は少なく、プランニングの業務

が多い事務所であった。私は 4月より東京のランドスケープの設計事務所に就職するのだが、世界的に

有名なオフィスの業務スタイルや考え方に触れるとても良い機会であった。これらは日本でも雑誌や作

品集で見ることもあったが、実際に話を聞くと当初の印象と異なることも多かった。 

 

 

写真左：UCB 学生と訪れた RHAA SF Office での集合写真 写真右：SWA への訪問 

 

＜フィールドワーク＞ 

留学期間中はサンフランシスコの観光地や公園といった様々なランドスケープを訪れた。日本と比べ

て空間を贅沢に活用したダイナミックな風景が印象的であった。最大勾配 30%と非常に急な坂が多いサン

フランシスコであるが、斜面を一面の芝生広場として見晴らしの良いオープンスペースを確保した例も

多く、今後の実務で参考にしたいと思う。 

 

 

写真左：Golden Gate Park の一部,科学館は SWA が設計に関わっている 

写真右：非常に人気のある Mission Dolores Park,改修は RHAA による 

 

 

 

 

 


